
１．経営成績
(1）経営成績に関する分析

　当事業年度におけるわが国の経済は、「100年に一度の危機」と言われている世界的な金融危機の影響による景気悪

化と円高の影響により企業業績が急激に悪化しております。そのため、生産活動の縮小による雇用環境の悪化や年金

制度問題等に対する先行き懸念から消費需要は著しく低下しております。

　当業界におきましても、個人消費低迷の影響は避けられず、大手ブランド直営店や家電量販店の既存店の売上減少

は鮮明となり、さらなる景気の後退も否めず、新規出店の延期や計画の見直しで設備投資を抑制する方向で動いてお

り、市場環境は非常に厳しいものとなっております。

　このような経済状況のもと、当社はＬＰＣ（ラブ・プラス・クラブ）カードによる顧客データを活用し、頻繁にご

利用いただいているお客様や前回のご利用から一定期間足の遠のいているお客様へのセールス・プロモーションを実

施するとともに、高付加価値商品の重点販売キャンペーンやお得意様を対象としたイベントなど、お客様への提案型

営業施策により販売力を強化するなど、効率的な販促策を実施し、地域密着・顧客密着戦略による競合店との差別化

を図り、収益率の向上に取組みました。また、年末年始の最需要期には、急激な円高が追い風となり、お客様への円

高差益還元を行うとともに、売上総利益率の向上が図れました。

　なお、特別損益については、過年度に回収不能の可能性があるとして貸倒引当金を計上しておりました差入保証金

等のうち131百万円については、第４四半期に新賃貸人より預託の確認を受けたことから貸倒引当金の戻入を行いまし

た。また、「固定資産の減損に係る会計基準」に則り、当中間期に11百万円の減損損失を計上しておりましたが、当

期末において101百万円を追加計上いたしました。

　これらの結果、売上高は22,159百万円（前事業年度比88.9％）、営業利益は73百万円（前事業年度比23.4％）、経

常利益は61百万円（前事業年度比22.8％）、当期純利益は54百万円（前事業年度比27.0％）となりました。

　事業部門別には次のとおりであります。

　家電事業（フランチャイズ売上高を含む。）においては、オール電化関連商品や太陽光発電システムへの取組み、

顧客データを活用したセールス・プロモーションによる地域・顧客密着戦略が功を奏し、黒字を確保しましたが、前

事業年度に閉鎖した１店舗の減収の影響もあって、売上高は9,481百万円（前事業年度比86.1％）となりました。

　ファッション事業においては、お客様への円高差益還元のため積極的な商品の仕入と顧客データを最大限活用した

セールス・プロモーションとの相乗効果により黒字を確保しましたが、前事業年度２店舗の不採算店舗閉鎖による減

収の影響もあり、前事業年度新規店舗１店舗開設の増収分では減収幅を吸収できず、売上高は12,471百万円（前事業

年度比90.9％）となりました。

　その他の部門では、新規テナントの誘致により売上高は207百万円（前事業年度比116.4％）となりました。

次期の見通しにつきましては、世界的な金融危機の影響から企業業績は悪化しており、しばらくは景気後退局面か

ら脱せず、個人消費の低迷は続くものと予想されます。

このような状況下、当社におきましては、２期連続黒字をステップに、厳しい個人消費環境ではありますが、確実

に利益確保ができる体質へ転換してまいります。

家電事業においては、引続きオール電化関連商品や太陽光発電システムへの取組みを強化するとともに、顧客デー

タを活用した提案型営業施策による地域・顧客密着戦略を展開し、販売力の強化を図り、売上高並びに営業利益の確

保を目指します。

ファッション事業においても、顧客データの活用による商品開発及び販売力の強化を図り、売上高並びに営業利益

の確保を目指します。また、新規出店については、家電事業、ファッション事業とも前向きに実施する方針であり、

現在、出店案件を具体的に検討中であり、増収に向けて基盤整備を図ってまいります。

なお、現在も滞留商品の評価を保守的に行なっておりますが、「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用に伴い、

若干の簿価の切下げを見込んでおります。

資金調達面については、上記の営業施策を着実に実施するほか、金融機関からの借入、債権の流動化を中心に資金

調達を図り、財務体質を強化してまいります。

これらにより、次期（2010年２月期）の業績見通しにつきましては売上高22,000百万円、営業利益110百万円、経常

利益100百万円、当期純利益50百万円を見込んでおります。
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改善計画の進捗状況

　平成19年２月期末に公表した経営改善計画の進捗状況につきましては、当事業年度において順調に推移しておりま

す。

①　財務体質の改善

　厳しい環境下ではありましたが、高付加価値商品の重点販売による売上総利益率の向上、販売管理費の抑制によ

る利益確保に注力するとともに、引続き有利子負債の圧縮を推し進めたことにより、自己資本比率が50.2％となり

ました。

　今後も引続き、収益力の向上を目指すとともに、在庫管理を徹底し滞留在庫を圧縮することにより商品回転率を

高めるとともに、売掛債権を活用した融資枠の設定等に注力し、資金調達の安定化を図り、財務体質を強化してま

いります。

②　営業力の強化

　家電事業では地域密着スタイルによる顧客の囲い込みと客単価のアップを目指しつつ、注目を集めつつあるＥＣ

Ｏ家電、新規分野であるオール電化関連商品や太陽光発電システムなどの取組み強化、ファッション事業では高付

加価値商品の重点販売による収益率の向上、家電事業、ファッション事業とも顧客データを活用したセールス・プ

ロモーションの強化と外商部門による販路拡大等により、売上高の底上げを図っております。

　抜本的対策としてのアライアンスの実施については、改善された財務内容に鑑み、営業店舗の収益力強化を最優

先課題と位置付け、この目的に適った案件について検討してまいります。

　また、新規出店については、家電事業、ファッション事業とも、前向きに実施する方針でありますが、現状の厳

しい市場環境も踏まえ、当面は慎重に検討してまいります。

(2）財政状態に関する分析

①　資産、負債及び純資産の状況

　当事業年度末の資産につきましては、総資産は11,036百万円となり、前事業年度末に比べ1,080百万円減少いたし

ました。これは主に、有利子負債圧縮などに伴い現金及び預金が950百万円減少したことによるものであります。

　当事業年度末の負債につきましては、負債合計は5,489百万円となり、前事業年度末に比べ1,107百万円減少いた

しました。これは主に、長短期借入金の純減少額691百万円、仕入債務減少額163百万円などによるものであります。

　当事業年度末の純資産につきましては、純資産合計は5,547百万円となり、前事業年度末に比べ26百万円増加いた

しました。これは主に、金融危機の影響でその他有価証券評価差額金が27百万円減少したものの、利益剰余金が54

百万円増加したためであります。

　これらの結果、自己資本比率は50.2％（前事業年度末は45.5％）となりました。

 

②　キャッシュ・フローの状況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ703百万円減少し、

1,380百万円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果取得した資金は２百万円（前事業年度比99.9％減）となりました。これは

主に、税引前当期純利益が73百万円計上され、在庫圧縮によりたな卸資産が42百万円減少しましたが、仕入債務

が149百万円減少したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において投資活動の結果回収した資金は51百万円（前事業年度比66.0％増）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得163百万円、無形固定資産の取得65百万円等の支払があったものの、定期預金が250百

万円減少したことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は、756百万円（前事業年度比38.8％減）となりました。これ

は主に、短期借入金の純減513百万円、長期借入金の返済177百万円などによるものであります。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成17年２月期 平成18年２月期 平成19年２月期 平成20年２月期 平成21年２月期

自己資本比率（％） 35.0 45.7 38.8 45.5 50.2

時価ベースの自己資本比率（％） 10.6 15.9 15.4 10.7 9.0

キャッシュ・フロー対有利子負

債比率（年）
6.5 － 202.7 2.6 1,411.6

インタレスト・カバレッジ・レ

シオ（倍）
15.2 － 0.2 15.7 0.0

自己資本比率：（純資産合計－新株予約権）／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※　平成18年２月期以前の自己資本比率は、（資本合計／総資産）で計算しております。

※　株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※　有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。

※　営業キャッシュ・フロー及び利払いは、キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシ・フ

ロー」及び「利息の支払額」を用いております。

　なお、平成18年２月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率、インタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キャッ

シュ・フローがマイナスのため記載しておりません。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主への利益還元を重視し積極的かつ安定的な配当を実施していく方針でありますが、一方では企業業績

に応じた弾力的な配当をすることも肝要であると考えております。それらを総合的に勘案し株主には利益還元を行っ

てまいりたいと考えております。

　上記の考えのもと、当事業年度におきましては、誠に遺憾ではございますが、配当を見送り無配とさせて頂く所存

でございます。今後は高い利益水準を継続して確保できるよう収益力強化と財務体質の改善に努めてまいります。

　また、早期の復配を実現するため、次期において資本準備金及び利益準備金の額を取崩し繰越利益剰余金の欠損補

填への充当を予定いたしております。
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(4）事業等のリスク

　当社の経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項については以下のようなものがあります。

①　経営成績の変動要因について

　当社は、ファッション事業と家電事業に取組んでおりますが、上半期（３月～８月）においては、家電商品の冷

蔵庫・エアコン等が季節感との相関関係が強く、また、下半期（９月～２月）においては、ファッション事業のク

リスマス・年末年始商戦のウェートが高い状況にあり、天候や商戦如何によっては当社業績に影響が及ぶ可能性が

あります。

　特に、当社の業績は、12月、１月にウエイトが高くなっており、上半期と下半期の業績に著しく偏りが生じる可

能性があります。

②　為替変動の影響について

　当社の総仕入のうち、ファッション事業を中心に約10％程度、海外より直接仕入を行っており、為替変動の状況

によっては業績に影響を与える可能性があります。

③　顧客情報の管理について

　当社は、営業戦略の柱として顧客情報を営業活動に活かすことや顧客とのコミュニケーションを図ることを目的

に『ＬＰＣ（ラブ・プラス・クラブ）カード』を発行しており、大量の顧客情報を取り扱っております。個人情報

保護法の制定に伴い、当社では個人情報保護方針、個人情報管理マニュアル等を策定し、情報管理及びプライバシー

保護に努めており、過去顧客情報の流出による問題は発生しておりません。しかしながら、今後、顧客情報の流出

により問題が発生した場合には、その後の事業展開、業績等に影響が及ぶ可能性は否定できません。

④　減損会計の適用について

　当事業年度において、一部の店舗に減損の兆候がみられたため、113百万円の減損損失を計上しております。今後

競合環境が激化するなか、一部店舗において損益が悪化する場合には、平成22年２月期以降も減損損失の追加計上

が発生する可能性があります。
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２．企業集団の状況
　当社グループは、当社及びその他の関係会社１社で構成され、関東地区を基盤に、貴金属、装身具、家電商品等の販

売を行っております。

　当社は、32店舗の直営店を運営するほか、フランチャイズ契約加盟店（フランチャイジー…加盟社数１社）に対して

家電専門店経営に必要なノウハウの提供及び家電商品の供給を行っております。

　当社の事業に係わる位置づけは次のとおりであります。

ファッション事業：

　当社は、ファッション部門において、貴金属、時計、バッグ・雑貨、ファッション衣料等の専門店

を営んでおり、東京都を中心に神奈川、埼玉、千葉、群馬、栃木、山梨、長野、福島、愛知、三重、

静岡の各県に店舗展開しております。

家電事業：

　当社は、家電部門において、一般家電、ＡＶ（オーディオ・ビジュアル）家電、季節家電、情報家

電等の専門量販店を営んでおり、東京都を中心に神奈川、埼玉の各県における販売並びにフランチャ

イズ契約店への商品の供給を行っております。

　以上の概要を図示すれば、次のとおりであります。 
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